
場所／旭中央病院２号館１階医療連携福祉相談室
費用／300円　※茶菓代として当日集金。
乳がん患者サロン
日時／７月20日（木）　午後２時〜４時
場所／旭中央病院２号館２階乳腺センター会議室
費用／300円　※茶菓代として当日集金。
※�地域がん診療連携拠点病院とは、がんについて、手術、
放射線治療、化学療法を効果的に組み合わせた治療、
緩和ケアを提供する体制を持ち、がん患者の状態に応
じた適切な治療を提供している病院として、国から指
定されているものです。

 
　�夏休みに小中高生向け職場体験を開催
　当院では今年も地元の小中高生を対象に、職場・職業
体験プログラムを開催します。病院内の見学や模擬体験、
現場の医師・看護師・医療技術職員との交流などを通じ
て、病院の仕事を知ってもらうことが目的です。
　夏休み中は多くの児童、生徒が当院を訪れますので、
皆さんの理解と協力をお願いします（職場体験の募集は
終了しました）。

 
　�外来の薬は院外の保険薬局で受け取ります
　処方せんの使用期間は発行日を含めて４日間です。な
るべく発行日に受け取ってください。

 
　�「がん患者サロン」と「乳がん患者サロン」
　当院は地域がん診療連携拠点病院に指定されていま
す。その取り組みの一環として、がんを体験した人や治
療中の人、その家族を対象に「がん患者サロン」と「乳が
ん患者サロン」を毎月開催しています。
　どちらも事前の申し込みは不要で、途中の入退出も自
由です。体験や思いを語り合う場としてぜひ活用してく
ださい。
がん患者サロン
日時／７月24日（月）　午後２時〜４時

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　たばことアルコールには、嗜
し

好
こう

品であること、生活
習慣病の原因となること、依存性があることなどいく
つかの共通点があります。アルコールは適量を適切に
飲むことで百薬の長といわれますが、たばこは百害
あって一利なし。良いことは一切ありません。
受動喫煙に注意
　たばこの煙に含まれる主な有害物質は、タール・ニ
コチン・一酸化炭素です。喫煙者自身の健康を損ねる
だけでなく、間接的に煙を吸わされることで悪影響を
受ける受動喫煙や、煙が消えた後もカーテンや壁紙、
衣服などに染み込んだ有害物質で影響を受ける残留受
動喫煙も認められています。ベランダで吸った煙は窓
の隙間から室内に入り込み、換気扇の下で吸っても室
内に広がります。さまざまな病気のリスクが高まり、
特に小さな子どもに多大な影響を与えます。
アルコールは適量を適切に
　アルコールの適量とは、純アルコール量で１日20

ｇ以下とされていますが、日本酒なら１合、ビールは
中瓶１本、酎ハイは１缶（350㎖）までになります。一
気飲みしない、休肝日を設けるなど適切に飲むことも
大切です。アルコールが体から抜ける時間は、アルコー
ル度数や種類、飲む人の性別、年齢、体重、その日の
体調などによっても違ってきます。毎日大量に飲み続
けることで24時間肝臓は働き続け、それにより肝障
害が引き起こされます。
たばこやアルコールの依存性
　依存性とは、のめり込み、自分の意思ではどうにも
ならない状態です。エスカレートすると社会的な問題
に発展します。体のために、そして社会と上手く付き
合うためにも、禁煙と節度ある飲酒を心掛けましょう。

【健康管理課保健師】

たばことアルコール

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス
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